
奈良女子大学ポストドクター・キャリア開発事業 
平成26年度 第1期 長期インターンシップ派遣希望者募集要項 

 
平成25年11月27日 

奈良女子大学男女共同参画推進機構 
キャリア開発支援本部  

1. 募集概要  
本学は、文部科学省の平成23年度科学技術人材育成費補助事業「ポストドクター・インターンシ

ップ推進事業」の実施機関に採択され、平成23年11月に「女性のポストドクター等のキャリアパス
多様化を目指す《キャリアの壁》打開策」と題したキャリア形成支援プログラムを開始しました。
このプログラムは、理系、文系を問わず、博士号取得後10 年程度までの女性のポストドクターと
博士後期課程の学生を対象としています。彼女達を特定の学問分野の専門能力だけでなく、産業界
など実社会の多様なニーズを踏まえた発想や国際的な幅広い視野を身に付けた人材として養成し、
長期インターンシップ派遣を通して、大学教員や独立行政法人研究機関の研究者以外の多様なキャ
リアパス（企業やNPO、NGO、自治体、博物館などへの就職）の確保を目指します。平成26年度第
1期のインターンシップ派遣希望者の募集を以下のとおり行います。  

 
2. 募集期間  平成26年1月27日（月）～ 2月27日（木） 提出期限 2月27日17時 必着  

 
3. 募集人数    13名 
 
4. 応募資格  

• 企業や団体（NPO、NGO、自治体、博物館）等への就職を希望する博士号取得者または満
期退学者で、安定した職に就いていない 40 歳未満の女性（平成 26 年 3 月学位取得見込み、
満期退学見込みを含む）（＊1） 

• 奈良女子大学のキャリア開発プログラム（＊2）に参加した上で、希望する企業や団体等
での 3 ヵ月以上のインターンシップに従事可能な方 

• 他機関（大学）での同じ事業によるインターンシップ制度を利用した方は応募不可とする 
（＊1）40 歳以上の方で、次の要件を満たす方には別規程による支援がありますので、お問い

合わせください。 奈良女子大学を卒業または修了し、博士号を取得（他大学での取
得を含む）、または博士後期課程を満期退学（他大学を含む）後、10 年程度までの方。 

（＊2）派遣までのプロセスやプログラムの内容等については本事業ホームページ 
http://cdpd.nara-wu.ac.jp/?page_id=25 を参照してください。 
 

5. インターンシップ派遣対象者のミッション  
1) 実践的講義、キャリアインタビュー、その他事業関連イベントへの参加  
2) 国内の企業・団体（NPO、NGO、自治体、博物館）等での3～4ヵ月のインターンシップへ

の参加（派遣期間中は、当該企業・団体の業務に従事し、成果等を報告する）  
 

6. 待遇  
インターンシップ派遣前の準備期間中は、本学の研究員（CDPD）として週 2 時間雇用。交通費

は別途支給。インターンシップ派遣期間中は、本学の研究員（CDPD-I）として雇用。週 38.75 時間
勤務の場合、月額 30 万円を支給。交通費は別途支給。ただし、事業予算の変動により支給額が変
更される場合もあります。 



 
7. 着任時期   平成26年4月1日以降(相談に応じます) 
 
8. 応募書類 （奈良女子大学で学位を取得、満期退学の方は 2）3)の書類は不要です） 

1） 履歴書   
2） 出身大学発行の卒業証明書,修了証明書   
3） 事業参加申請書（応募様式 1） 
4） 研究履歴（応募様式 2）   
5） インターンシップへの抱負（A4 用紙 2 枚）（応募様式 3） 
※応募書類（応募様式 1、2、3）のダウンロードは、本事業ホームページか JREC-IN（研究者

人材データベース：JST）をご覧ください。 
【提出先】  
〒630-8506 奈良市北魚屋西町 H棟 H501  
奈良女子大学 男女共同参画推進機構 キャリア開発支援本部  
・封筒に「インターンシップ派遣希望」と朱書きすること）  
・応募書類は、原則として返却いたしません  
・応募書類は、選考ならびに合格した場合の任用手続きの目的以外には使用しません  

  
9. 選考内容  

1次選考  書類審査  
2次選考  1次選考通過者による10分程度のパワーポイントを使用したプレゼンテーション

と質疑応答。プレゼンテーションの内容は応募書類5）の内容とする。  
日時 ： 平成26年3月10日（月） 13：30～（予定）  
場所 ： 奈良女子大学  

コラボレーションセンター（放送大学のある建物）3階 Z306教室  
 

10. お問い合わせ先  
〒630-8506  奈良市北魚屋西町 H棟 H501  
奈良女子大学 男女共同参画推進機構 キャリア開発支援本部  
Tel/Fax 0742-20-3572  
Email  career-k@cc.nara-wu.ac.jp  
URL  http://cdpd.nara-wu.ac.jp/  
 

11. その他 
「KOJIKAプログラム」について（予告） 

インターンシップに興味はあるけれども、又は就活を始めたいけれども一歩を踏み出しに
くいと感じている方、就活で悩んでいる方、将来のキャリアに不安を感じている方のための
応援プログラムを準備しています。 

対象は女性のポストドクター、単位取得満期退学者、博士後期課程の学生の方です。 
無料電話相談（準備中）や、自己分析、応募書類作成、面接サポートなどを実施する予定

です。多様な経験・バックグラウンドをもつ専門のコーディネーターが、皆様のお話を伺い、
お気持ちに寄り添って一緒に考えます。準備が整い次第上記HPでご案内します。 
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